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I.研 究 目的  ト ンネル栽培 は,現 在 の畑地用水設計計画基準 (以下 ,計 画基準)

では露地畑 と して扱 われ てい るが ,ハ ウス栽培 や ガ ラス室栽培 等 の施 設畑 に特有 な

特徴 も持 ち合 わせ てい る。そ こで,本 研 究では トンネル栽培 の水 消費 の実態 を明 ら

か にす るこ とを 目的 と し, トンネル栽培 にお け る蒸発位 の推 定及 び有効 雨量の算定

を試 み る。 さらに,本 研 究 と土性 の異 な る トンネル 圃場 で行 われ た藤 井 の研 究結果

(平成 16年 度 )と 比較す るこ とで,水 消費の メカニズム を解 明す るこ
″
とを試 みた。

H.調 査方法  調 査地 は,豊 川用水 の受益地 区で あ り渥美 半島の先端 に位 置す る愛

知県 田原 市 (旧渥美町)の 岬第 4地 区にお け るスイ カの トンネル栽培 固場 とした。

トンネル 内外 にお いて土壌 調査及 び気象観測 を行 い,土 壌物理 実験 とペ ンマ ン法 に

よる蒸発位 の推 定 を行 つた。 また , トンネル 内外 に TDR及 びテ ンシオ メー タを設

置 し,上壌水分 を測 定す るこ とで トンネル外 か ら トンネル 内へ の水移動 を観測 した .

III.結果及 び考察  気 象観 測 の結果 につ いて, トンネル 内外 の気 温 を比較 してみ る

と,夜 間は 両者 に差 が ほ とん ど生 じないが,昼 間は全期 間 を通 して トンネル 内の方

が高か つた 。施設畑 とは違 い夜間 に気 温差が生 じなか つた原 因 の一つ と して,地 表

面か ら トンネル外 へ の長波放射 の存在 が考 え られ る。相 対湿度 は,気 温 差が生 じる

昼 間 にお い て トンネ ル 内 の 方 が 低 くな つ た が ,夜 間 は トン ネル 内外 の どち ら も

100%近 くまで上昇す る 日が多 か った。水蒸気圧 は昼 間 に トンネル 内の方 が 高 くな

る傾 向が あ る ものの, 日平均 でみ る と トンネル 内外 で高 い相 関性 が見 られ ,ほ ぼ一

致す る結果 とな つた。 また,風 速 は トンネル を開 けた際 に トンネル 内で も観測 され

たが,日 平均風速 と しては微 々た る もので あったた め,ト ンネル 内風速 は常時 Om/s

と解釈す る。 トンネル 内外 にお け る積 算 日射 量 か ら トンネル 内へ の 日射透過率 を求

めた ところ 70%と なつた .こ れ らの気 象デー タを用 いてペ ンマ ン法 に よつて蒸発位

を求 め る と,調 査期 間 中の 日平均蒸発位 は露地 で 4.5mm/d,施 設 で 4.3mm/d,ト ン

ネル で 2.5mm/dと な り,ト ンネル が他 と比べ て小 さい値 となつた。現在 の計画基準

で露地 として扱 われ てい る トンネル は施設 の特徴 も持 つが,蒸 発位 の算 定結果 よ り

どち らに も属 さなか ったた め,ト ンネル独 自の推 定式 が必要で あ る ことが わかつた。

降雨,濯 水時 にお ける土壌水分 量及 び 土壌水 分張力 の変化 を見てみ る と,ス プ リ

ンクラー濯滋 も含 めて期間 中最大 で あった 47,5mmの 降雨 において も, トンネル外

か ら トンネル 内へ の水 の浸透 は見 られ なか つた。 これ よ り,47.5mm以 下の降雨は

無効 雨量 と考 え られ る。 しか しなが ら,昨 年度の調査 にお いては,20mm以 上の降

雨で トンネル外 か ら トンネル 内へ の浸透 がみ られ た。 この よ うな違 いが生 じた要因

として,粒 径 分布 な どの士性 と容 易有効水分 量な どの保水性 が考 え られ る。

以上 よ り,用 水計画 にお いて重 要 とな つて くる蒸発位及 び有効 雨量 につ いて, ト

ンネル栽培 は露地 あ るいは施設 とは異 な る結果 となつたた め, ト ンネル栽培独 自の

推 定式 を確 立 し,そ れ らを考慮 した上での新 たな用水計画が求 め られ る。
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